
 

 69 

  

  

  

  



 

 70 

  

  

  

  



 

 71 

飛騨高山の歴史観光都市としての伝統を支える人々が暮らす社会空間研究プロジェクト 
自由懇談 

 
古澤礼太（中部大学国際ESD・SDGsセンター准教授・中部ESD拠点事務局長）：大変素晴ら

しい発表で、びっくりしております。というのは、私が不勉強で知らなかったのですが、

中部大学と高山市の連携関係があるのに、こういう活動がなぜ表に出てきていないのかと

いうことに、少し驚いています。本題に入る前に、お聞きしたいのですが、高山学会とい

うのがあって、いろんな大学生が発表していたのですが、それは、まだ参加はされたこと

はありますか。 
古川：私たちは高山学会といったものに参加はしたことはないです。 
古澤：皆さんは 4年生ということなので、機会もないかもしれませんが、また、そういうところ

に出ていくといいですよねと思ったのが一つ。あと、酒蔵まつりが今年は開催されるとの

ことですが、歩いてどれくらい回ることができるのですか。 
末田（人文学部歴史地理学科教授）：これはスタンプラリー形式になっているので、全部回った

ほうが良いということです。 
古澤：そうですよね、ただ、距離的に、例えば、ちょっと歩いて難しいみたいなところもあるわ

けですよね。 
末田：いえ、回れます。蔵があるのが 6軒なのです。酒蔵が 1軒だけ郊外の離れたところにあり

ます。だから、これまで高山三町の酒蔵めぐりでは 6軒でしたが。その郊外に酒蔵を持つ

酒造店の直売店が市内にもあり、そこも入れて今回は、学生と一緒に 7軒すべてを回りま
した。 

古澤：そうですか。じゃ、14杯飲めるということですか。 
末田：飲めるということです。回れます。 
古澤：私、いつも、舩坂酒造で飲んでおりまして。今、4 年生ばかりということで、その次の世

代はどうなるのですか、また、今度のゼミ生が受け継ぐということになるのですか。でも、

コロナのせいで大変ですよね、今。 
末田：そうですね。2 年生には地理学野外実習という授業があるので、授業を受講してくれた学

生で興味がある学生を、また参加させたいなと思ったりしているのですが、先ほど言いま

したように、コロナ禍でもあり、積極的な現地調査がなかなか難しい状況です。 
古澤：いやいや、これだけ、いろいろ蓄積があるので。（以前に歴史地理学科にいらした）林上

先生の本も、私、まだちゃんと全部読んでいないのですが、また読んで勉強しようと思っ

ております。 
末田：『飛騨高山（: 地域の産業・社会・文化の歴史を読み解く）』ですか。 
古澤：はい。 
末田：その中で、私は酒蔵業と旦那衆の歴史と現状について 2章ほど執筆しております。 
古澤：じゃ、それをちょっと急いで読まないといけないです。 
末田：お恥ずかしいばかりなのですが、ありがとうございます。 
古澤：ありがとうございます。 
末田：また、いろいろとどうぞよろしくお願いします。私たちばかりが話してもいけないので、

学生たちへの質問をお願いします。 
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古澤：小嶋さんは何回ぐらい行ったのですか。高山へは。 
小嶋：私は生まれが高山市ということもあって、2 歳ぐらいまでしか住んではいないのですが、

結構、家族で高山に行くことは何回かあって、コロナ禍に入る前は、毎年ゴールデンウイ

ークに 1回という感じで、高山に行っていました。 
古澤：もともと実家が高山のどこなのか、ご存じなのですか。 
小嶋：高山の片野町というところです。市街地の中ではないとは思うのですが。 
古澤：この間も、高山学会があって 12月か 11月に行ったのですが、いろんな大学の学生さんが

フィールドとして研究をしていました。愛知大学なども元気に発表しておられたのですが、

その中で 1人、名古屋の大学の女子学生で、高山をフィールドにして研究したことによっ
て高山が好きになって、市役所に就職した子がいるのです。その子が、今、期待の星にな

っているのです。「でこなる横丁」とか、行かれましたかね。 
末田：新しいところですよね。 
古澤：新しいところです。そうです。 
末田：そうですよね、私が高山へ調査で行き出した頃にはなかったので。 
古澤：新しいところだから、ちょうど観光客と地元の人が半々みたいな感じで、みんな仲よくな

るという、本当に素晴らしいところなので、また。 
末田：先ほどから言われていた学会ですよね。 
古澤：はい。 
末田：（中部大学国際・地域推進部地域連携課長の）蓑島さんの名誉のために言っておかなけれ

ば。実は蓑島さんから、昨年じゃなくて、その前の年に学生を含めて、その学会での発表

に誘われました。ところが、ほかの学会での発表とバッティングしていたので参加できな

かったのです。いずれまた、機会があればと思っております。 
古澤：私も、観光のことは全然詳しくないのですけれども、市役所の人たちと話をしたときに、

確か、一昨年ぐらいに観光担当の部長さんが、高山の外国人の滞在日数が 2.5日と言って
いたような気がするのですよ。2.5日――1.5日だったかな――はそんなにめちゃくちゃ長
くはないわけですよね。はっきり覚えてないのですが、やはり中心市街地の古い町並みは

行くのだけれども、そのほかに足を運んでくれないということで、そのことでちょっと困

っているという話でした。要するに、彼らは、白川郷に行ったり、下呂に行ったりして、

高山は、町並みを見て、また次のところに行くとか、北陸に行くとかということになるよ

うなのです。何とか、そういった人たちの足を止められないかということで、それこそ観

光客向けの何かというよりも、エコツーリズムじゃないですけれども、何かそういうサス

テナブルなこのまちを見せられないかと。ちょっと郊外のほうでも見どころを作って、ま

さに実生活の中でのサステナビリティと、観光客が求めるようなサステナブルなジャパニ

ーズサステナビリティといったものが合致すればいいねということが、これからの議論に

なると思うのですよ。ですから、ちょっと郊外のことで、何か気付きがあれば、まだ、そ

んなに回っておられないかもしれないですけれども、何かご意見とか、あれば教えていた

だけますか。 
古川：郊外に関して言えば 2つございまして、1つは、東山の寺、寺院群になります。そちらが、

先ほど末田先生の発表の中であった、旦那衆の存在に支えられて現在まで存続している寺

群なのですが、こちらのほうは外国人の方にも非常に人気ということでして。例えば、三
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町を回られた後に、そういった東山の寺院群など回るというモデルケースなどがあれば、

より、滞在日数を増やすことができるのではないのかというのが、私個人の考えになりま

す。 
古澤：なるほど。それと、旦那衆と一緒に飲もうみたいなのがあればいいですよね。特別なコー

スで、旦那衆と一緒に飲むツアーみたいなの。それは面白い、すみません、勝手に。 
古川：いいえ。もう 1つが、やはり、飛騨の温泉郷という点です。平湯などに代表されるように、

非常に日本的な温泉旅館なども残っておりますので、これは外国人の方に大変好まれると

思います。また、周辺には山々などがあります。例えば、新穂高ロープウェイだとか、そ

ちらから足を延ばすと日本アルプスの中でも槍ヶ岳とか、非常に有名な山にも通じる山岳

ルートもございます。外国人の方は結構、登山を楽しまれる方も多いものですから、登山

の拠点としても活用していただければと思います。例えば、三町などを見て日本の伝統文

化を楽しむ。続いて、東の寺院群なども見ていただく、その上で、新穂高温泉などを経由

していただくといったプランなどを組むことができれば、日本の和とか、もしくは文化な

ども楽しんで、かつ自然も楽しめるという点で、非常に異なる魅力というのもセットにす

ることができ、かつ滞在日数も延ばすことができるのではないのかと思います。これは、

私の個人的な考えではございますが。 
古澤：なるほど。そうですね。あと、やはり来る前に組んでしまうと、滞在日数を増やすことが

しにくくなる。海外の方は、日本人ほどは組まないのかもしれないですけれども。海外と

いっても、いろんな国があるので、違うとも思いますが、発信も大事ですよね。「このコ

ースが面白いよ」のようなことを発信していく。まちなかに古い中華屋さんがあるのです

が、そこのおかみさんが、すごく発信力があるみたいなのです。いつも和服を着ているの

ですよ。元学長の山下（興亜）先生と一緒に行ったときに、昼ご飯を食べようと思ったの

ですが、やっぱり高山ですから和食を食べたいじゃないですか、何となく。そこで、和風

なお店を選んでガラッと開けて入ったら、そのおかみさんが和服を来て出てきて、「ごめ

んなさい。うち、中華料理なんですよ。和食お探しですよね。ここから 20メートルぐらい
歩いたところに……」とか言うのですよ。そうやって、けなげにほかのお店を紹介してい

るから、「いや、中華でいい」と山下先生が言って、そこに入ったら、おもしろい話をい

ろいろ聞かせてもらったのです。その人が、オンラインでものすごい人気の人で、そこの

中華屋も外国人がたくさん来て、そのおかみさんと話すのが楽しいみたいなのです。なん

か、そういう「人の財産」というか、コミュニケーション力がお客さんを呼ぶということ

もあるのだなというふうに思った次第です。 
古澤：あと、でこなる横丁に、ジビエの店ができたのです。 
末田：それは知らないですね。 
古澤：鹿肉も、猪肉も当然あるのですが、熊の肉もあったりして。その店をやっているお兄ちゃ

んが、一家揃って猟師なのですよ。 
末田：そうですか。 
古澤：「熊はどこで取れるんですか」と聞いたら、「この辺ですよ」って言うから、「嘘でしょ

う。熊は北海道でしょう」とか言ったら、「いやいや、地元の熊です」と言っていて、高

山で取っているらしいのです。 
末田：貴重な情報をありがとうございます。こちらの方が大変重要な情報をいただいて。 
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古澤：私がいつも行くのはおでん屋さんなのですが。 
末田：どこのですか。 
古澤：でこなる横丁におでん屋さんがあって、サッチャンという人がいるのですけども、そこに、

ぜひ、行ってください。 
末田：行ってみます。古澤先生にご紹介されたからと言って。ありがとうございます。この後ろ

（zoomのバーチャル背景に使って

いる写真：図 1）、わかりますよね、
三町のところなのですが。これは、

この間の調査で撮ってきたのです

が、観光客が誰もいない状況です。 
古澤：誰もいないですよね。 
末田：まん延（防止等重点措置）の期間に

なっていましたので。通りはがらが

らでしたね。そういう状況なので、

また（蔓延防止等重点措置の期間

が）伸びたということで。ただ、期待はしているみたいですよ。春休みになるからという

ことで。 
古澤：私、SDGsの関係で、今、もう一つまちづくり協議会のサポートをしてくれと市役所に言

われて、それで一之宮地区の上のほうの位山のところなのですが、一度二度話をしに行っ

たことがありまして。一之宮でネタがあったら、またぜひ教えていただけたらと思います。

そこにモンデウスというスキー場があって、そこは、もう雪が降らなくなってきているの

で、観光をどうするかという話が出ているのです。私は、気候変動に対応した日本一の新

しいスキー場だと言って売り込めばいいんじゃないかとかといい加減なことを言ってき

たのですが。そういう取り組みも始めたいようなことも聞きました。 
末田：なるほど。あ、岡島さん、末田でございます。 
岡島健（中部大学国際・地域推進部国際連携課長）：末田先生、どうも。 
末田：学生たちに、ぜひ質問をお願いできればと思うのですが、よろしくお願いいたします。 
岡島：私も途中までしか拝聴していなかったのですが、高山って、すごくいろいろな観光資源が

あって、歴史的なもの、それから食とか、お酒とか、いろいろあると思うのですが、学生

さんたちにとって一番高山で魅力的だと思ったものは、観光資源で何だったのですか。 
古川：それに関しては、岡野のほうから答えさせていただきます。 
岡野：岡野です。ご質問いただき、ありがとうございます。 私が一番魅力に感じる観光施設で

したら、やはり、古い町並みかなと思っています。ここにしかないというのは、いろいろ

地域資源はあるのですが、古い町並みというのは、どこでも絶対再現できないものだと思

っているので、個人的には、高山独自の古い町並みが一番魅力的かなと思っております。 
岡島：ありがとうございます。 
末田：私の方からも質問を。郡上――岡野さんは行っていないのですが――郡上にも古い町並み

があるのですが、あそこは古い町並みの方には行かずに、観光客が向かうのはお城（郡上

八幡城）ばかりで、また商店街ですね。お城から商店街がすごく近いということなのです

けど。岡野さん、例えば若い人たちは、どうして古い町並みに惹かれるのでしょうか。 

図1. 末田教授の zoomのバーチャル背景 
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岡野：やはり、自分たちが生活している中では、味わえない風景というのを味わいたい人たちが

多いのだと思いますが、古い町並みに行きたいとなったとき、多分、若い人たちは交通の

便が便利なほうに行ってしまうのだと思います。高山の古い町並みだからこその良さとい

うのを、若い人たちに知ってもらうというのが、今後もまた課題になってくると思います。 
末田：例えば前回、高山の城下町を視察したときは観光客が少なかったので、状況をあまり確認

できませんでしたが、飲食店が一つの魅力になっていましたね。犬山の城下町も、すごく

飲食店に力を入れていて、ああいう町並みに惹かれてやって来た観光客向けに、インスタ

映えする食べ物とかで取り込んだりしていますね。同じことを高山もやっているわけです。

郡上の城下町は残念ながら、それが少なかったと思います。このように飲食店で惹きつけ

るというような城下町観光があったりするのですが、岡野さんから見て、そのような飲食

店には行きませんか。私が視察すると、よく若い人たちの行列ができていますが。彼らは

飲食店に惹かれるのか、それとも、町並みに惹かれているのかということですが。 
岡野：私としては両方の目的をもって、犬山の城下町に遊びに行っていたのですが、古い町並み

は新しいお店がないからこそ、古い雰囲気が味わえるという良さがあると思うので、私だ

ったら郡上の城下町の方にも行きたいなと思います。 
末田：それと、あと、もう一つ。今、全国的に流行っているのが古民家を利用した施設や飲食店

ですね。だから、この間、高山に行ったときに、古民家を利用した創作歯ブラシのお店の

ような新しい施設ができていましたね。飲食店以外にも、いろいろと若者向けの新しい店

ができていて、かつ古くからみられる酒屋や味噌屋のような伝統文化を象徴するお店もあ

って、高山の城下町というところには新旧さまざまなお店が揃っています。この点から犬

山の城下町を見ると新しいものばかり、つまり若者向けの飲食店が目立っています。古い

町並みと新しいものが融合する形が高山の魅力の一つになっていると思います。 
岡島：ありがとうございます。 
岡野：すみません。今のフォローしていただいて。 
末田：ご質問ありがとうございます。古澤さんはどう思われますか。 
古澤：魅力ですよね。おっしゃるとおり、飲食店が非常にいいのがあると思うのですが、名古屋

のほうからも、岐阜のほうからも、若い人がお店をやりたくてどんどん来ています。コロ

ナ禍の半ば頃に、私が、でこなる横丁で飲んでいたら、名古屋の不動産関係者が、岐阜市

の飲食ビルのオーナーみたいな人たちと来ていて、今だったら、とにかくものすごく安い

から、ばんばんテナントを押さえて、コロナ明けの商売に備えようとしてお客さんを連れ

てきているのですよ。もう 1つ、やはり飛騨牛です。日本の古い町並みでというので、日

本酒もいいし、田舎っぽい五平餅とかもいいのだけれども、そこに、あの光る飛騨牛の脂

ぎった感じがあるから、やはり若者が来ても、飛騨牛の寿司を食べたいとことになってく

ると思うのです。質素な日本的なもの、プラス、脂ぎった若者を惹きつけるようなものと

いうのは、すごくパワーがあるなと僕は思いますね。 
末田：ありがとうございます。飛騨牛は一番行列できますものね。お寿司のところなどを見たら、

若者ばかりです。飛騨牛が中心になっていますからね。まさに、その通りだと私も思いま

す。 
古澤：あと、僕が面白かったのが、お椀屋さんみたいな店が結構あるじゃないですか。木のお椀。

漆塗りのやつとか。あれ高いものは高いのですけど、安いのも売っている店があって、一



 

 76 

回店主に鎌をかけたことがあるのですよ。これはベトナム産か、みたいな感じで。いかに

も知っているような顔をして、「これ、やっぱり名古屋の問屋さんのところで買っている

のですか」と言ったら、もう分かっていると思ったみたいで、「いや、うちのは富山の問

屋からですよ」と言ったので、「これ、やっぱりベトナムですか」と聞いたら、「ベトナ

ムですね」と言っていました。500円程度で買えるようなものは、やはり東南アジアで作

られたもので、漆で 3,000円とか 4,000円のものは本物だというのは、道の駅とかでもそ
うですが、混ぜてうまいこと売っているなとは思いました。でも、何で富山の問屋なのだ

ろうと思って。もう少し大都会の問屋から仕入れているものと思っていたら。 
末田：富山は、高山からルート的に近いからですね。歴史的にみても、いろんな意味で高山は富

山とのつながりが強い地域ですから。 
古澤：ああ、そうなのですか。 
末田：とくに江戸時代からのつながりが強いということでしょうね。私は、陶磁器の研究を進め

ているので、同じようなことが見られます。陶磁器も、自らの産地の製品と東南アジアか

ら仕入れた商品を揃えて、価格面も含めバラエティを持たせているということはあります

よね。 
古澤：あと、僕は富山からのぶり街道に興味があって。本などでも読んだことがあって、食の街

道っていう小さい本があって、ぶり街道はいいなと思っていたら、一昨年、シンポジウム

で駿河屋というスーパーの社長さんと一緒にパネルディスカッションをしたことがあっ

たのです。そのときに、ぶりの話が出て、去年は行けなかったのですが、今年は無理して

大雪の中の 12月 30日に駿河屋に行ったのです。ぶりが 1尾 4万円ぐらいして、半身だと

2 万と言っていたので、年末最後ぐらい全部使ってやろうと思って行ったのですが、そう
したら、ちゃんと切身が売っていました。一切れ 2,000円ぐらいでしたけれども、それを
3枚ぐらい買ってきました。おいしかったですね、本当に。 

末田：貴重な情報ばかりをいただき、古澤先生ありがとうございます。それから、岡島さん、あ

りがとうございます。実は、同じようなことを高山の観光協会の方にも聞かれました。お

酒のことを聞いていたら、飛騨のお酒に関して、学生たちはどう思っているのかをお教え

てください、と。だから、観光協会の担当者も、学生の視点をすごく欲しがっているとい

うか、若い者の考え方をいろいろと知りたがっているというか、どういうふうに考えて彼

らが高山に訪れているのかを知りたいようですね。 
岡島：高山だったか、どこの町だったか忘れたのですが、観光協会の方から連絡をいただいて、

留学生を使ってモニターをしたのです。留学生にただで来てもらって、いろんなところを

回ってもらって、感想を聞きたいということでした。要するにインバウンドの観光に役立

てたいということで、ちょっといろいろなしがらみがあってお断りしたのですが、そうい

うことを考えている観光協会の方がいらっしゃって。今はインバウンドがあまりない状況

ですから、古川君はじめ皆さんの意見を高山が聞きたいのだと思います。 
末田：そう感じましたね。まさに、若い人たち。この前大学に高山市長が講演に見えたときも、

そうでしたよね。若い人たちが街を歩くだけでいいのだと。それが刺激を与えるのだと。

あの言葉は、すごく印象に残ったので、我々も高山に行ったときには、歩くだけでいいと

いうことだから、どんどん歩こうといって、いろいろなところを歩いていました。誰も歩

いていないけれど、「来てるよ」みたいな感じですればいいのかなと。高山市長が、それ
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だけでもやってくださいと言っていましたので、「じゃ、やろう」と言ってしましたけど。

そういうことを、何カ所からも聞きました。逆に質問されるというようなところなので、

我々も気を付けて、調査だけではなくて、向こうが知りたがっているところもご提供しな

がら行かないと連携にならないという感じをもちました。ただ、先ほども言いましたが、

このゴールデンメンバーが卒業するので、来年はゼロになってしまうのです。 
岡島：本当ですね。 
末田：特に古川君は、2年生のときから 3年間にわたって参加してもらっているので、来年度は

どうしようかと思っています。 
岡島：古川君は、実際いろんなところで、私とかかわりがありまして。 
末田：そうですか。ありがとうございます。いろいろとお世話になりました。 
岡島：彼が卒業するのが、本当に寂しくて。 
末田：そう言っていただいて、大変ありがとうございます。とてもうれしく思います。また、新

たに学生を発掘しまして、引き続き飛騨高山の調査を頑張っていきたいと思います。研究

所のプロジェクトとしては、あと1年残っているというふうにおっしゃっていましたので、

何とか頑張っていきたいと思います。また、どうぞよろしくお願いします。 
古澤：ゼミの皆さんは、これから高山から離れてしまうわけですか。例えば、Facebookのページ

かなんか作っておいて、そこで卒業生も、我々も情報をちらちら見られるようなのがあれ

ば、とてもうれしいです。 
末田：ありがとうございます。古川君は、就職先が銀行に決まっているのですが、ぜひ、引き続

き何とか協力してくれないかとお願いしたところです。しかし、仕事が忙しいと思います

ので。古川君、すみませんが、感想よろしくお願いします。 
古川：ありがとうございます。私自身、高山という場所は、研究のフィールドとして非常に面白

いと思っていて、掘れば掘るほど深堀ができる地域だと思います。自分自身、将来、研究

者になる道があったら高山をフィールドにしたいとは思うのですが、将来のことがありま

して、抜けてしまうことになります。高山にも、金融機関があったり、うちの会社のほう

でも支店があったりしますので、もし縁があれば、今後も高山にかかわらせていただけれ

ばというふうには思っております。 
末田：ありがとうございます。すみません、そろそろ時間となってまいりました。古澤さんと岡

島さんと私とで、全然話が尽きませんが、ここまでということで。 
岡島：終わらないですね。 
末田：ぜひ、高山でご一緒にさせていただきたいと思います。 
古澤：ぜひぜひ。 
末田：また、ご一緒させてもらえることを楽しみにしまして。おそらく夜の食事が中心になるか

もしれませんが、どうぞ、よろしくお願いいたします。本日は、ありがとうございました。 
古澤：ありがとうございました。 
末田：どうぞ、よろしくお願いいたします。 
岡島：学生の皆さん、よく頑張っていただきました。 
古川：ありがとうございました。 
岡野：ありがとうございます。 
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末田：流れ解散ということですので、これで一応終了としたいと思います。大変ありがとうござ

いました。皆さんは卒業してしまいますが、また、この後、整理というか、反省会という

ことで、皆さんの感想（振り返り）を個別に聞かせてください。皆さんは卒業してしまっ

ていなくなるのですが、プロジェクトはまだ来年 1年あります。ですから、こうしておけ
ばよかったとか、ああしておけばよかったとかいうことを残してもらうと、私がまた新た

な学生たちと一緒に調査をするときに、「先輩方がこういう意見を残していったので、こ

ういうことを残り 1年でやりましょう」というように、皆さんが見つけてくれた課題を次

につなげることができるかと思います。皆さんには、もう 1つご負担をかけますが、最後
にそういったご意見を卒業前までにもらえればと思っております。宿題となって申し訳な

いのですが、せっかくですから、もうひと頑張り、どうぞよろしくお願いいたします。こ

れで最後の挨拶とさせていただきます。特に古川君は 3年間、本当にありがとうございま
した。ほかの 3名の女性陣も、1年間参加していただきまして、大変ありがとうございま
した。それでは、これで終了したいと思います。 

 
（  ）内＝編集者の追記 

 
  




